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要約 

 

 本論文の目的は、門司港レトロの観光まちづくりの実態を調査し、「観光まちづくり」に

関わる人々の意識から、「観光まちづくり」という活動の実態や課題について明らかにする

ことである。 

 第 1章では、「観光まちづくり」が誕生した経緯について、時代背景を踏まえながら整理

している。そして、「観光まちづくり」という言葉が、行政施策の中で用いられたことから

誕生したことを指摘し、「観光まちづくり」の特徴について言及している。 

 第 2章では、本論文の調査対象地である門司港レトロについて、選定理由や観光まちづ

くりの経緯、人口や観光客数について説明している。そして、本論文でも詳しく取り上げ

る、門司港レトロ倶楽部という門司港レトロのまちづくり団体の活動内容や加入団体、設

立の経緯について述べている。 

第 3章では、2008 年に策定された「門司港レトロ観光まちづくりプラン」について言及

している。プランの内容だけではなく、策定過程にも注目し、門司港レトロ長期計画検討

委員会の議事録についても触れている。そして、「門司港レトロ観光まちづくりプラン」や

「観光まちづくり」の特徴をつかむために、北海道小樽市小樽の「小樽市観光基本計画」

との比較を行った。 

 第 4 章では、門司港レトロの観光まちづくりの実際を明らかにするために、行政・門司

港レトロ倶楽部事務局・まちづくり団体・地域住民の方々、計 9名に聞き取り調査を行い、

その内容をまとめている。聞き取り調査では、主に、門司港レトロ倶楽部への評価、門司

港レトロ倶楽部設立のメリットや課題、観光客に対する意識、理想の門司港について尋ね

た。 

第 5 章では、聞き取り調査から得られた情報を整理し、門司港レトロ倶楽部の特徴、行

政と民間の意識のズレや門司港レトロの観光まちづくりの課題について検討している。 

 第 6章では、先行研究や聞き取り調査の内容から、「観光まちづくり」の課題や「観光ま

ちづくり」の実態について考察し、本論文を締めくくっている。 
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